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 皆様、いつもお世話になりありがとうございます。日頃は格別なるご厚意を賜り、心よ

り御礼を申し上げます。 

 

「楽しい仕事」と「仕事を愉しむ。」 

 

この違いについて、社員といろいろ話し合いました。 

「仕事を愉しむ」ために必要なものは、目的、目標、覚悟、信頼、仲間、環境、志・・・。 

 

ただ単に楽しい仕事では、達成感、貢献感は得られない。 

自分の人生を充実したものにするためにも、仕事を愉しみたいと思います。 

 

私の中では、目的、覚悟、志、あたりが重要なキーワードです。 

強くて健全な「志（こころざし）」を今一度自分自身に問い直してみました。 

 

 

竹原和行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★事務所スタッフからの一言 



 

 

小委員会活動 

 

弊社の安全衛生環境委員会の中に、安全・教育・環境の３部会があります。 

 

大した活動も出来ていませんが、最近は委員が一堂に集まれる時間のない中、少しずつで

はありますが、自主的な活動を展開しています。（各部会メンバーは５人くらいです） 

 

６月度の委員会では教育部会から「熱中症対策の為に、飴を購入したいがどの飴がよろし

いかご検討願いたい」というもので５種類程の飴を持ち込んで、試食しました。 

 

そんなに違いはないと思うのですが、「これは美味しくない」というものはやめるとのこと

で、とりあえず３種類くらいの飴を味くらべしました。（なかなか大変でした） 

 

飴一つの選択にしても心配りして、会社の事を思って一番よいものを社員に提供したいと

考える姿勢が「すごいなあ」と感心しました。私でしたら自分の好みのものを勝手に買っ

てしまいます。 

 

あまり細かいことまで皆で相談して決めることもどうかなと思いますが、兎に角、みんな

で相談してことを進めることは、本当に大事だと思いますし、なんでも相談できる会社づ

くりを目指しています。 

 

 

社長 竹原正和 

  



 

 

 

 

 

 

 

『やがて来る 引越シーズンに向けて』 

 

 引越は長い人生の中でも、そう何回も回数を行うものではなく、お客様は引越に慣れてい

る方はほとんどいらっしゃいません。 

その中で今回、全日本トラック協会が運送事業者の引越サービスを安心してお任せ出来る

引越専門業者をお客様が選択出来やすい基準として、「引越安心マーク」の認定制度を作り

ました。その中に於いて当社の「5963 引越センター」が厳しい審査を受け認定をしていた

だくことが出来ました。 

幸いにして今回は福井本社、新規に金沢営業所の 2 ヶ所での認定でもありました。 

今回の認定許可事業所は全国事業所で 301 事業所、福井県では 13 事業所、石川県では 18

事業所と狭き門でもありました。 

今回の認定事業者の選択はお客様の大切にされている財産を確実に安全に短時間で移動させ

るため一瞬の油断もミスも許されません。そのために「安心・安全」の G マーク取得の業

者からとの条件も重なっており、認定された業者が非常にレベルの高い経験と実績もあり信

頼されている業者でもあるとも言えると思います。 

 私達は認定をいただいた「引越安心マーク」を取得している専門業者にお客様の大切な財

産を任せれば安心だという考え方がもっともっと広がって行ってほしいと考えます。 

安価であれば良いと言う考え方ではなく、大切な財産を大切に取り扱ってくれる認定業者に

任せていただきたいと思っております。 

 私達も「引越安心マーク」の取得業者であるという自信を持って確実な仕事を行い、たく

さんの方々に知ってもらうよう努力し、キャッチフレーズにあるように下見・見積・作業を

「あたりまえを、きちんと」をも
・
っ
・
と
・
う
・
に誠心誠意をつくした作業を行い、これから来るシ

ーズンに向け社員教育も徹底し頑張って行こうと考え、今から身を引き締めている今日であ

ります。 

 

斉藤 洋一 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 27 年盛夏 暑中お見舞い申し上げます 

 今年も短い夏になりそうですね。昨年も梅雨が明けたらすぐ秋の感じで夏らしい日があまり

なかったように記憶しております。とは言っても夏には夏の楽しいイベントがお待ちかねのこ

とと思います。 

 焼けた肌に半ズボン、花火にスイカ、夏祭りと想像するだけで、やはり私は夏が好きです。「夏

らしい」から？？ですね多分・・？ 

 ５月に地元で大きな祭りがありました。露天商がたくさん軒を並べます。私が子供の頃は 800

軒の露天商があったそうです。今はその半分くらいでしょうか・・もっと少ないかもしれませ

ん。子供の頃は祭りの時にしか食べれないものがたくさんありました。アメリカンドッグにフラ

ンクフルト、たこ焼きやカステラ・・etc 今はどうでしょう？コンビニなどで年中買えますよ

ね。だから、そう珍しくもないものになってしまったのでしょう。ちょっとさみしい気分です。

「祭りらしい」から貴重だったんですね。 

 先日の休日、久しぶりのフリーでした。（多分 3 か月ぶりくらい）家のまわりの草むしりをし

ようと玄関まで出たところ、母が突然訪ねてきました。大きなメロンを持って。「食べて～甘い

と思うわ～」そう言って玄関にメロンを置くと大事そうに風呂敷に包んで何か持ってきました。

「お宝がでてきたわ」と言って結びを解くと私の小学生時代の作文集でした。 

 作文は祭りや夏休みのことがほとんどで、自分が楽しかったことを誤字脱字はもちろん文の

構成もなく書きなぐってありました。小学校の担任が卒業式の時に母に渡していたようです。玄

関で立ったまま夢中になって読みました。気が付くと母も帰ってしまったようで、草むしりも忘

れて読書？してしまいました。 

 草むしりはできませんでしたが有意義なフリー日でした。小学生時代の豊な想像力と行動力

にびっくり。「子供らしい」自分に出会えました。 

 私の「母らしい」行動に感謝でした。 

 今年も暑い夏を楽しみましょう。                

 

 池上則和 

  

 

 

 

 

  

                                    

 

 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつも大変お世話になりありがとうございます。 

今年も気温が高くなり、エアコンの有り難さを実感する今日この頃ですが、皆様いかがお過ご

しでしょうか？ 

今年に入ってから我が家の娘の進路について初めての経験をたくさんしています。 

専門学校を希望しているのですが、学校見学や、説明会などがあると現地に出向いて見学した

り、説明を聞いてきます。 

帰ってから話を整理すると、不思議なことに私と家内と娘の受け取り方が違う事が有ったりし

て不安が増えたりします。 

不安を解消できる説明会で解決できるものがあったり、新たな課題が見つかったりしています

が、なかなか楽しめていると思います。 

いろいろな楽しみを持って帰ってくれる子供たちに感謝です。 

 

 

 

辻川 伸吾 

 

 

  またまたビールの美味しい季節となりましたが、皆様お元気でしょうか？ 日頃よりご愛

顧頂き、誠に有難うございます。 

 さて、7 月の行事と言えば七夕がありますが、今年はその七夕を何十年かぶりに身近に感じる

ことができました。というのも、私の家にはシモンという後期高齢犬がおりまして、朝晩の散歩

が日課となっております。その散歩コースの途中に、小さなお子さん二人を持つ御宅があるので

すが、７月に入ってから、その御宅の軒先に高さ 120 センチくらいの笹に、いろんな色の折り

紙と、願い事を書いた短冊で、かわいく飾られた七夕飾りが飾られました。例年この時期にテレ

ビや雑誌で七夕飾りを見ることはありますが、何十年かぶりに実物、それも家族で作られたであ

ろうそれを見て、心が癒されとてもあったかい気持ちになりました。 

 願い事を短冊に書いて星に願いを込める素敵な七夕、どんな願い事が書いてあるのかわかり

ませんが、きっとかわいい願い事が書いてあるのでしょう。ぜひ叶えてあげてほしいと通りすが

りのおじさんは思いました。 

 

 

大橋 哲夫 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年も半分終わり、また暑い夏が来ました。 

夏というとバーベキューや海水浴、花火など屋外でのイベントが増えると思いま

す。車を利用して遊びに行ったり、帰省する方も多いと思います。 

夏の暑さに、人間もバテたりしますが車も暑さには弱いです。日向に車を止めて車内を閉めき

っておいておくと、車内の温度は 50 度にも 60 度にもなります。 

乗った時にやけどをする危険もありますので、サンシェードをしたり日陰に車を置くなどの注

意が必要です。 

 また、車のエンジンは水とオイルが循環して冷やしていますが、その冷やしている水やオイル

が少ないとオーバーヒートしてしまいます。 

最悪の場合、エンジンから発火する恐れがあるので一度点検してみるのもいいかもしれません。 

あとタイヤの空気圧が少ないとタイヤ内部の温度が上昇して破裂する危険性もあるのであわせ

て点検される事をおすすめします。 

しっかり車の点検をして夏の楽しい思い出を作っていきたいですね！ 

 

谷口 学 

 

 連日厳しい暑さが続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか？ 

毎日の配送先など、夏休みの時期にも入り子供の飛び出しなど、 

特に気を付けなければなりません。譲る気持ちお先にどうぞと 

いう気持ちを忘れずに、今日も安全運転。 

これからも、猛暑が続きそうです。 

体にはくれぐれもお気をつけください。 

                              

越 邦治 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回お楽しみに・・・・ 

 

「熱中症」 

毎日暑い日が続きます。熱中症には誰もが気を付けなければいけませんが、その中でも特

に熱中症を起こしやすい年代があります。男女ともに乳幼児、特に高齢者が多く男性の場合は 10

代・50 代が熱中症で亡くなる割合が高くなっています。男性は青年期のスポーツ時の運動強度

が高く、中年期にかけては仕事による身体のへの負担が大きい事が理由に挙げられます。 

また、肥満傾向の人(ﾄﾞｷｯ)、体力の低い人、持病のある人、体調が悪い人などは注意が必要です。

熱中症は次のように分類されるそうです。 

☆ 熱失神・・・・皮膚血管の拡張によって血圧が低下、脳血流が減少して起こります。 

☆ 熱けいれん・・大量に汗をかき、水だけを補給して血液の塩分（ナトリウム）濃度が 

低下した時に、足、腕、腹部の筋肉に痛みを伴ったけいれんが起こります。 

☆ 熱疲労・・・・大量に汗をかき、水分の補給が追いつかず身体が脱水状態を起こします。 

☆ 熱射病・・・・体温の上昇のため中枢機能に異常をきたした状態。 

水分・塩分補給はもちろん、無理をせずに涼しい場所で体を休めるなどの対策をとって暑い夏

を乗り切りましょう！ 

檜鼻 真智子 

 

 

 

     

いつもお世話になっております。今年は、早くも台風が次から次へとやって来おり、どんな夏

になるか想像もつきませんが、体調には十分気を付けて夏バテしないようにして下さい。 

 さて、我が家では主人の父親が亡くなり、4 月より義母が同居することとなりました。３カ月

経ちましたが、毎日慌ただし日々を過ごしております。 

 義母は認知症のため一人にすることが出来ず、仕事を続けられるか大変心配でしたが、会社の

皆さんやデイサービス（月曜日～金曜日まで通っています）の介護スタッフの方々のおかげでこ

うして仕事を続けることが出来ています。本当に感謝しております。 

 デイサービスは、毎日送迎してくれます。また、ノートにその日の義母の様子が書いてあり、

調子の良し悪しが分かり大変助かっています。（そういえば子供の保育園ノートも毎日書いてい

ました！！）子供の時は毎日返事を書いておりましたが、さすがに大人なので毎日返事は書きま

せん。 

よくテレビでも介護の仕事が大変と報道されていますが、こうして義母を預ける立場になると

本当に大変な仕事で、長寿国の日本には必要な職種だなと感じさせられます。改めて介護という

ものを考えさせられました。 

色々な方に支えて頂いて仕事が続けられることに 

感謝して頑張ります。 

 吉川 佳代 

 

 

 


